
第1回 越谷ごちゃまぜの会

子育て応援フードパントリーから見えるもの

NPO法人埼玉フードパントリーネットワーク
理事長 草場 澄江



１．団体概要

加盟団体 ６９団体
総配付世帯数 約４，０００世帯
約１万２千人以上の親子の支援

ひとり親家庭など「子育て中で食品支援が必要な
家庭」を主な対象としたフードパントリー



本当に支援が必要な家庭と
つながることができる活動

●児童扶養手当受給者証等を
確認しながら配付

●食品の無料配付は対象家庭の
ニーズがある

ひとり親世帯など「子育て中で食品支援が必要な家庭」を
主な対象とした食品の無料配付。配付場所に受取に来て
もらう活動。

ここを
支援

埼玉県内に急激に広がっている



２０１８年９月立ち上げ

埼玉県で第1号の
子育て応援フードパントリー

毎月第１月曜日開催

毎回 約1４0世帯に
食料品配付



＜コロナ禍前＞

１世帯分を袋詰めにして配付

＜コロナ禍中＞

必要な食品を選んで持ち帰る

フードパントリーの配付の様子



食べ物の値段が高くなって
買い控えることが多くなりま
した。ここで食品もらって
本当に助かります。

ここで、お菓子もらえる
ので、うちではお菓子は
買わなくなりました。
こどもが「次のパント
リーいつ？」って指折り
数えて待ってます。

お米はいつも外国産の
ものを買ってます。こ
こでもらう国産のお米
美味しくてうれしい！

学校休みの時は、
食事の回数減らして

います。
子どもには、お腹
いっぱい食べさせた
いんだけど

フードパントリー
↓

地域のフードセーフティネット
相談事の駆け込み寺に

利用者さんの声

●学校や市社協・地域包括支援センターと連携して、ネグレクト・食事が十分
とれない子などの大きな課題を抱えている子ども達の支援を行っています。



越谷子育て応援フードパ
ントリーせんげん台

越谷子育て応援フードパ
ントリーぽらむの家

越谷子育て応援フードパ
ントリー越谷市場

１４０世帯

６０世帯

１００世帯

越谷子育て応援フードパント
リーおおさわ

３２０世帯
越谷市内・フードパントリー総配付数

２，１００世帯
越谷市児童扶養手当受給者数

２０世帯

越谷市内の子育て応援フードパントリー



地産地消のパントリーを目指して

●地域での食料品の確保
食品企業も大変→寄贈食品が目に見えて減ってきている。

●食料品の保管場所
寄贈品を配付日まで一時保管する必要がある。
保管場所がないため、配付世帯数を増やせない。

●食料品の輸送
自家用車には載せられない量の輸送に苦慮している。

●地域の子どもは地域で支援・顔の見える支援

●地域での連携（越谷市内のパントリーで助け合い）

課 題



越谷こどもサポートネットワーク

●越谷市内の子ども支援に関わる個人や団体のネットワーク

越谷市のこども支援の拠点に
●信頼している大人と継続的に会える
●中高生をターゲットにした場所

●子ども支援の団体の交流・研修の場

りそな YOUTH BASE（埼玉りそな銀行せんげん台支店）



ご清聴ありがとうございました。
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